
や
高
齢
化
な
ど

の
問
題
か
ら
祭

り
や
伝
統
行
事

の
開
催
が
難
し

く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
市
内

で
も
地
域
の
祈
り
や
願
い
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
し
て
守
り
継
が
れ
て
い

る
行
事
が
あ
る
一
方
、
ゲ
ー
タ
ー

祭（
神
島
町
）、天
王
祭
棒
練
り（
坂

手
町
）、
火
祭
り
（
松
尾
町
、
河

内
町
）
な
ど
が
休
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
写
真
展
で
は
、
休

止
に
な
っ
て
い
る
行
事
の
写
真
5

点
を
含
む
25
の
祭
や
伝
統
行
事
の

写
真
を
展
示
し
て
お
り
、
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
写
真
を
通
じ
て
、
祭
や

行
事
の
様
子
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
海
の
博
物
館
で
写
真
や

展
示
を
通
し
て
、
祭
や
行
事
に
込

め
ら
れ
た
地
域
の
想
い
に
触
れ
て

く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　
12
月
22
日
（日）
ま
で

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
12
月
1

日
以
降
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
市
立
海
の
博
物
館

　
　
　
　
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
る
ほ
ど
！
う
み
は
く

な
る
ほ
ど
！
う
み
は
く

　
鳥
羽
の
各
地
域
で
は
、
今
も
多

く
の
伝
統
行
事
が
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
元
の
祭
に
つ
い
て
は
幼

い
こ
ろ
か
ら
体
験
し
、
よ
く
知
っ

て
い
る
か
た
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ほ
か
の
地
区
の
行
事
に

つ
い
て
知
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
海
の
博
物
館
の
「
海
民
の
信
仰

と
祭
り
」
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は

鳥
羽
の
海
の
祭
や
伝
統
行
事
を
紹

介
し
て
お
り
、
弓
立
神
事
（
安
楽

島
町
）、
オ
イ
ヤ
レ
（
桃
取
町
）、

二
舟
祭
（
国
崎
町
）、
ゲ
ー
タ
ー

祭
（
神
島
町
）
な
ど
に
使
わ
れ
た

用
具
や
模
型
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
羽
の
各
地
区

で
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
祭

や
行
事
を
撮
影
し
た
「
北
出
正
之

写
真
展
『
鳥
羽
・
祭
人
の
祈
り
』」

を
開
催
中
で
す
。

　

北
出
さ
ん
は
、
1
9
5
4
年

生
ま
れ
。
津
市
在
住
で
写
真
歴
は

50
年
。
郷
土
三
重
に
重
点
を
置
い

て
、
地
域
に
密
着
し
た
被
写
体
を

テ
ー
マ
と
し
た
写
真
に
取
り
組

み
、
近
年
は
特
に
祭
や
伝
統
行
事

に
傾
注
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
今
、
全
国
各
地
で
人
口
の
減
少

写真展で紹介している祭など
地区 祭・伝統行事

神島 ゲーター祭、船祝い、年祝
い、やりましょ舟

答志 八幡祭
和具 八幡祭

桃取
御棚神事、御神祭弓引き神
事、湯立て祭、笹舟流し、
オイヤレ

菅島 弓祭り神事、しろんご祭
坂手 天王祭棒練り
安楽島 弓立神事、御魚取神事
松尾 松明行事（火祭り）
河内 柱松行事（火祭り）

国崎 八幡祭弓打ち式、ノット正
月、御潜神事、二舟祭

相差 荒獅子舞
千賀 しょうろさん送り
鳥羽 春祭獅子と天狗の舞

市
立
海
の
博
物
館　
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こ
の
時
期
、
鳥
羽
の
海
で
は
黒

の
り
（
ス
サ
ビ
ノ
リ
）
の
育い

く

苗び
ょ
う

が

行
わ
れ
て
い
る
。
ス
サ
ビ
ノ
リ
は

本
来
、
干
潟
や
浅
瀬
の
岩
礁
上
に

生
え
る
た
め
、
干か

ん

出し
ゅ
つ

時
に
紫
外
線

や
乾
燥
に
さ
ら
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
鳥
羽
海
域
で
の
黒

の
り
養
殖
は
常
時
海
水
に
浸
っ
た

状
態
で
行
わ
れ
る
た
め
、
人
工

的
に
干
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
漁
師
さ
ん
が
10
月
末
ご
ろ
か
ら

３
週
間
程
度
、
可
能
な
限
り
毎
日

養
殖
場
へ
通
い
、
適
度
な
乾
燥
に

至
る
ま
で
網
を
手
作
業
で
上
げ

る
。
必
要
な
ら
ポ
ン
プ
で
海
水
を

打
ち
、
付
着
し
た
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
な
ど
を
落
と
す
。
天
候
に
よ	

っ
て
網
の
乾
燥
具
合
が
異
な
る
た

め
、
上
げ
終
わ
っ
た
網
を
す
ぐ
に

下
ろ
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
休
憩
し

な
が
ら
海
面
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待

つ
こ
と
も
あ
る
。
10
日
く
ら
い
経

つ
と
白
い
網
が
う
っ
す
ら
と
茜
色

に
色
づ
い
て
く
る
。
こ
れ
を
顕
微

鏡
で
観
察
す
る
と
、
少
し
育
っ
た

ノ
リ
と
ま
だ
小
さ
い
ノ
リ
芽
（
二

次
芽
）
が
並
ん
で
い
る
の
が
分
か

る
。
ノ
リ
の
先
端
か
ら
こ
ぼ
れ
た

胞
子
が
育
っ
た
も
の
を
二
次
芽
と

呼
ぶ
が
、
こ
の
二
次
芽
が
多
い
も

の
は
、
良
質
な
ノ
リ
を
長
い
間
生

産
す
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
網
と

さ
れ
て
い
る
。

　
き
め
細
か
な
育
苗
技
術
に
加
え
、

自
分
た
ち
で
行
う
陸
上
採
苗
の
技

術
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
海
の
環
境
が
相
ま
っ
て
良

い
網
を
生
み
出
す
こ
と
が
許
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

～スサビノリの話～
vol.10

水産研究所　　 25３３１６

きれいなノリ芽がみ
られる網

ひと網ずつ船で回り、様子を
見ながら網を上げていく

海面に広がる育苗中のノリ網

顕微鏡で見ると、ノリ
芽の根元に小さな二
次芽がみられる

河内柱松行事（火祭り）和具八幡祭

海
の
博
物
館
で
鳥
羽
の
祭
に

出
逢
う
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